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  2日前まで「雨」の天気予報が、前日に「曇り時々晴れ」となった。
今年最後の歩こう会は、福岡県みやま市に位置する紅葉の名所「清水山」の中腹に開かれた「清水寺（きよみずでら）」を訪ねる。清水寺は天台宗の開祖、伝教大師最澄によって西暦806年に建立された名刹である。
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JR鹿児島本線「瀬高駅」に集合。今回の行先を立案した幹事が風邪で不参加となり道案内に不安があったが、当日は偶然にも駅前からJR九州が主催する「JR清水寺ウォーキング大会」が開催されており、これに便乗した。要所にはJR九州の職員が立って道案内しており、お陰で1時間余りの行程は問題なく清水寺の参道入り口に到着した。
山道に入ると急に風景が変わり、江戸時代に造られた石造の眼鏡橋を通り過ぎて10分ほど登ると「清水寺本坊」に到着する。本坊に入ると座敷からは紅葉に彩られた見事な庭園が現れる。この「本坊庭園」は室町時代に雪舟が中国で学んだ山水技術をいかして造ったとされ、国の名勝に指定されている。
　本坊を出て山道を進むと谷川沿いに五百羅漢が祀られ、金剛力士像を配した仁王門となる。
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門をくぐると急な階段となり、登りつめた所に立派な山門（楼門）がある。これで階段は終わりと思っていたら、さらに長い階段が待ち構えていた。
ようやく清水寺本堂に到着し、各自お参りをして小休憩をした。
境内を出ると紅葉に映える「三重の塔」がある。大阪・四天王寺の五重塔を模して江戸時代に作られたという。

　別ルートで清水山を下り、船小屋温泉大橋の下に広がる「新船小屋のクスノキ林」へ向かう。ここは国の天然記念物に指定されている美林の「クスノキ林」である。江戸時代に護岸のために植えられた楠群であり、樹齢300年の大樹もある。
そして最終の目的地はクスノキ林近くにある「筑後船小屋 公園の宿」温泉である。
今回の歩こう会はかなり歩いた。

湯船でのんびりと疲れをとり、「来年も歩こう会に参加できる身体と健康を保つ」ことを祈念して、待ちに待ったビールで乾杯した。

来年もよろしくお願いします。多くの方々の参加を期待しています。
幹事；関、大和
2014年11月28日








